
熊本県公立高校入試徹底分析【社会】

【形式・難易度】

試験時間 50分 配点 50点

問題構成

2022年度と同様に大問６題。地理・歴史・公民の分野ごとに各２題。
地理は，世界地理８点，日本地理９点の計17点（2022年度とは日本地理と世界地理の配点が
逆）。
歴史は，近世までで9点，近代以降で８点の計17点。
公民は，政治分野８点，経済・国際社会８点の計16点。
令和５年度の問題は，昨年同様に平均点が低く，難問であったと言える。

令和５年度(2023) 令和４年度(2022) 令和３年度(2021) 令和2年度(2020) 平成31年度(2019)

問題量（Ａ4で） 11ページ分 11ページ分 11ページ分 11ページ分 11ページ分

小問数 45問 41問 42問 43問 43問

論述問題の数 10問 8問 9問 9問 9問

論述問題配点 15点 14点 15点 13点 15点

受験者平均点 28.0点 23.9点 23.6点 23.6点 25.5点

【出題の傾向と対策】
① 図や資料を見て，そこから読み取れる課題や変化を記述させる論述問題が，分野を問わず多く出　　題さ
れる。図や資料から読み取れる内容を正確に，かつもれなく読み取って，記述する必要があ　　るため，過去
の入試問題を5～10年分ほど解き，書き方を練習しておく。
 

② 　地理分野で，気候や雨温図に関する問題が出題される。各地の気候の特徴をしっかりと理解す　　るた
めに，多くの問題に触れておく。



③　歴史分野でも，歴史的な事象に関する場所を，地図の中から選択する問題が毎年のように出題さ　　れ
る。社会の学習をする際は，教科書や資料集，地図帳を必ず活用し，場所や位置を確認しなが　　ら勉強す
る。

④　完答の問題が非常に多い。そのため，歴史の出来事，地理の統計，地図の読み取り，公民の語句　　な
ど，一つ一つの詳細を正確に覚えておく必要がある。

⑤資料を読み取っていく形式の問題の出題が増加している。文章、グラフや資料を正しく読み取れば、確実
に正解できる問題がほとんどである。グラフや資料を見る際は、数字や割合が一番大きい箇所、小さい箇所
に注目することがポイント！


